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麻しんについて

海外渡航後の感染、また国内での感染にも注意が必要です。

「麻しん（はしか）」
の感染事例が報告されています！

麻しんウイルスは感染力が非常に強く、空気感
染等により、簡単に人から人に感染します。
麻しんの免疫が不十分な人が感染すると、高い
確率で発症します 。

高熱、全身の発しん、せき、鼻水、
目の充血など

肺炎や中耳炎になることがあり、まれに、
重い脳炎を発症することもあります。
先進国であっても、1 ,000人に1人が
死亡するといわれています。

医療機関に電話等で麻しんの疑いがあることを
伝え以降は医療機関の指示に従ってください。
医療機関への移動の際は公共交通機関の利用
を可能な限り避けてください。

ワクチン接種が有効です。
定期接種対象者（ 1歳児、小学校入学前 1年間
の幼児）、医療・教育関係者、海外渡航を計画し
ている方は、予防接種が済んでいるかご確認く
ださい。

※新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、接種を延期されて
いた方は、規定の接種時期ではない時期に接種を行った場合に
ついても、定期接種として取り扱われ得ますので、お住まいの
市町村にご相談ください。

麻しん 厚労省 検索



麻しんは、麻しんウイルスが感染しておこる感染症で、発熱や発疹などが主な症状です。

麻しんは感染力が強く、空気感染もするので、日頃から麻しんのワクチン（一般的には
ＭＲワクチン）を受けていることが、予防に最も有効です。
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麻しん（はしか）は

ワクチン接種が予防に有効です！

＜お知らせ＞

《定期接種を受けましょう》

◎ワクチンを１回接種することで、95％の人が麻しんに対する免疫がつくと
言われています。

◎確実な免疫を得るためには、99%以上の人が免疫がつくと言われる

２回の接種がのぞましいとされています。

◎接種歴は、母子健康手帳で確認できます。

《以下、特にご注意ください》

●過去に麻しんと診断されたこともワクチン接種を受けたこともない方で、麻しん患者と接触し、
１～２週間（約１０日間）経ってから熱、せき、のどの痛み、眼が赤くなるなどの
症状が出てきたら、麻しんの可能性があります。
麻しんの可能性がある旨、事前に医療機関へ連絡してから受診するようにしてください。

麻しん（はしか）に関する
Ｑ＆Ａ（厚生労働省）

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/b
unya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-
kansenshou/measles/index.html#h2_free6

麻疹とは

（国立感染症研究所）

https://www.niid.go.jp/niid/ja/kanse
nnohanashi/518-measles.html

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsui
te/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekka
ku-kansenshou/measles/index.html

厚生労働省

麻しん・風しん

（厚生労働省）

定期接種を受けましょう！

《ワクチンを接種した方がいい？》

●１歳児と小学校入学前１年間の幼児は、定期接種の対象です。

期間内に接種することを積極的にお勧めします。

●過去に麻しんと診断され、検査で確認されたことがある方は、免疫がついていると

考えられることから、ワクチンを接種する必要はありません。

●過去に麻しんと診断されたこともワクチン接種を受けたこともない方は、
母子健康手帳を確認の上、医療機関にご相談ください。

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html#h2_free6
https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/518-measles.html
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html

